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書
評
：
東
北
大
出
身
者
し
ば
り
と

い
う
こ
と
で
、
私
は
文
学
部
出
身
の

中
村
彰
彦
氏
の
作
品
、『
わ
れ
に
千
里

の
思
い
あ
り
』
を
紹
介
し
よ
う
と
思

う
。
本
書
は
加
賀
藩
主
前
田
利
常
・

光
高
・
綱
紀
の
三
代
を
描
い
た
歴
史

小
説
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
、
上
・

中
巻
の
中
心
と
な
る
の
が
、
加
賀
藩

の
繁
栄
と
安
定
を
も
た
ら
し
た
と
さ

れ
る
名
君
利
常
で
あ
る
。 

昨
今
の
ゲ
ー
ム
等
の
影
響
で
、
前

田
利
家
や
前
田
慶
次
の
名
前
は
い
く

ら
か
有
名
に
な
っ
た
よ
う
だ
が
、
前

田
利
常
の
名
前
を
知
っ
て
い
る
と
い

う
方
は
少
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
彼
は
前
田
利
家
の
側
室
（
本
書

で
は
洗
濯
女
）
の
子
で
、
本
来
藩
主

と
な
る
べ
き
子
で
は
な
か
っ
た
が
、

兄
の
死
を
受
け
て
加
賀
藩
主
と
な
っ

た
人
物
で
あ
る
。
加
賀
百
万
石
と
称

さ
れ
る
よ
う
に
、
加
賀
藩
は
外
様
最

大
の
大
名
家
で
あ
り
、
利
常
は
徳
川

家
か
ら
警
戒
さ
れ
な
い
よ
う
に
わ
ざ

と
鼻
毛
を
伸
ば
し
て
バ
カ
殿
を
演
じ

て
い
た
と
い
う
逸
話
も
あ
る
。
井
伊

直
孝
に
自
分
の
股
間
を
見
せ
つ
け
た

と
い
う
話
も
あ
る
。 

私
は
昨
年
度
の
逍
遥
幻
想
道
学
祭

号
の
企
画
で
あ
る
、「
美
少
女
書
評
」

に
お
い
て
も
中
村
氏
の
作
品
『
豪
姫

夢
幻
』
を
紹
介
し
た
。
中
村
氏
は
歴

史
上
の
表
舞
台
の
有
名
な
人
物
以
上

に
家
臣
や
女
性
を
描
く
の
に
長
じ
た

作
家
だ
と
私
は
思
う
。
本
書
に
お
い

て
も
、
徳
川
秀
忠
の
娘
で
利
常
の
妻

で
あ
る
珠
姫
や
女
中
の
お
鏡
、
利
常

の
腹
違
い
の
姉
で
あ
る
豪
姫
な
ど
、

魅
力
的
な
女
性
が
多
く
登
場
す
る
。

特
に
珠
姫
と
利
常
が
夫
婦
と
な
っ
た

時
は
利
常
八
歳
、
珠
姫
二
歳
で
あ
り
、

そ
の
可
愛
ら
し
さ
の
破
壊
力
が
尋
常

で
は
な
い
。（
文
春
文
庫
／8

0
0

円
／

担
当:

水
無
月
朔
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